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知床国立公園ガイドブックの作成 

 
◆国立公園ガイドブック作成の背景・目的  

政府の観光立国に関する施策等によりアジアを中心として、北海道を訪

問する外国人観光客数が増加を続ける中、平成 20 年 7 月には国立公園で

もある洞爺湖において G8 サミット開催が決定しており、北海道の国立公

園や自然環境の魅力について、海外向けに広報・情報提供する必要性が高

まっている。  

現在、自然公園法制定 50 周年であることも契機に、北海道の国立公園

及び自然環境の特徴や魅力とその楽しみ方について、日本を訪れる外国人

旅行者向けに紹介するガイドブックを日本語のほか、4 ヵ国語（英語・中

国語（簡体字・繁体字）・韓国語）で作成しているところである。  
 

◆知床国立公園ガイドブックの作成について  

流氷の南限地であり、海洋生態系と陸上生態系の相互関係が示す豊かな

自然環境はもちろん、周辺海域の豊かな生物資源の上に成り立つ水産業と

の両立といった「人と自然との共生」にも焦点をあて、主に知床国立公園

の特徴・魅力を美しく、象徴的に表す写真を用いた、わかりやすいガイド

ブックの作成を進めている。  
 
 
 

■ガイドブックの体裁イメージ  

   



 ［ビジュアル］ 

象徴的な写真と簡潔な解説で公園の特徴をわかりやすく表現 ［イントロダクション］ 公園全体の特徴・概要を紹介 
 

 

［解説・データ］ 公園の概要、利用ガイド、日本・北海道の自然公園・自然環境について 




